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ダ ク ト内 音 響 伝 搬 lこ及 ぼ す ベ ー ン の 効 果 lこつ い て●

○寺 尾 遭 亡

1.は じめ lこ

送 風 機 モ の他 の弗 生 育 の ダ ク ト内計

朝 に 押 して ､風 量 ･圧 力条 件 の調 整 や

整 涜 目的 の ベ ー ン要 素 の挿 入 に よ る､

と くに ク ロ ス モ ー ド沈 積 域 に お け る音

源 音 響 出 力 の変 化 の舞 妓 ､ ま た ベ ー ン

を利 用 して の断 面 内 音 圧 分 布 を考 慮 し

た ダ ク ト内 Jtワ計 市 の可 能 性 を綱 べ ち｡

2. ク ロ ス モ ー ド伝 搬 Jiワの 峨 濁 方 法

ク ロス モ ー ド波 を助 も す る と同 時 に ､

ダ ク ト軸 方 向 の 伝 搬 Jtワ の観 測 を簡 易

lこ行 う目的 で ､音 源 帝 に回 1に 示 す よ

うな補 助 ダ ク トを付 加 した ｡

音 源 か ら対 象 と･す るダ ク トへ 供 給 き

れ るバ ワW は ､基 本 モ ー ド汝 の み の小

断 面 補 助 ダ ク ト内 の 2点 の音 圧 比 か ら

求 め ろ｡ ベ ー ンが 丸 い時 の音 源 出 力

W oと有 る時 の それ W との違 い を ､ そ

の地 W /Wo､ (-T/To, T!補 助

ダ ク トか らみ た透 過 串 ) に よ りみ る｡

一 方 ,W ▲お よびW pは ､音 響 出 力 耐

定 法 へ の ベ ー ンの応 用 の可 能 性 を み る

た め調 べ る｡WAは ､ 2点 の音 圧 比 か

ら求 め た弟 k何 陽 の ネッ トの 通 過 バ ワ
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図 1クロスモー ド耽額域のダクト内伝搬パワ
の親側方法

△開根秀久 田 辺 溢 畿 (神 奈 川 大 学 )

WAkの捻 和 を と る｡ また ､W pは ､弟

k蘭 簾 の 1点 の音 圧 か らの近 似 的 な遭

遇 JtワW H の捻 和 を と る｡

W pは ､TtLbuhrtic.▼itL山creenの指

向性 に よ る状 差 要 田 の除 去 ､ また ､

W▲は ､ イ ンテ ン シテ ィ汝 の遵･用 Iとお

け る設 定 を主 に漕 定 して い る｡

この 検 討 は有 限辛 末 法 に J:り行 った ｡

回 21こモの モデ ル化 の例 を示 す ｡

3..ベ ー ン押 入 に J:ろ音 済 出 力 の変 化

図 3･～ 6の Aに ､い くつ か の ベ ー ン記

t lこつ い て ､ モの押 入 に よ る音 源 出 力

の変 化 を示 す ｡1< kb/ォ<2が こ こで の

主 な 検 討 対 象 鶴 城 で あ る｡ ベ ー ンが ダ

ク ト申蘭 にt か れ ､軸 方 向 に 長 い もの

が ､青 井 出 力 を変 化 させ 易 くす る｡

4.ベ ー ン阿 簾 で の バ ワ計 蘭 状 差

一 万 ､回 3- 6の bは ベ ー ン岬 糠 で

の バ ワ所 定 W ▲ また はWpと真 の バ ワW

また は本 来 の バ ワWoとの違 い を比 で

み た もの で あ る｡ な お ､回 3Cは ､測

定 断 面 に よ る違 い の程 反 を示 す ｡ ベ ー

ン押 入 lこJ:るJiワ溺 定 の誤 差 は ,宵 3

や 4の bの場 合 ､ ス ペ ク トル に つ いて ,

比 で 2以 下 ､す な わ ち 3 dB以 下 で あ

るか ら､ 白色 雑 音 世 の音 源 に た い す る

バ ン ドバ ワ評 価 で あれ ば ､進 か に小 さ

い他 に な る｡

5 . ま と め

ダ ク ト内 バ ワ測 定 に お け るベ ー ン頬

の押 入 に は注 意 が必 要 で あ る こ と､ ま

た ､利 用 の仕 方 に よ って は ベ ー ン同 株

は有 効 な バ ワ検 出林 に な り うろ こ とを

示 した ｡
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図2 FE出音場解析
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図5 ダク ト中間の間隙数8のベーンによるパワ変化
mE2

見 当 良.;ATl⊥

O o.5 1.0 1.5 2.0
a)音源 出力の変化 kb/Tr

.ミdbl.A/dbl.OミVbl.ミVA
0o
･
51･Okb/Tl･
52･
O
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図6 ダク ト中間の間際数 2のベーンによるバワ変化
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